
平成 27 年度 第１回学校関係者評価委員会報告 

 

鹿児島県立財部高等学校  

 

１ 日 時  平成 27年６月 30日（火）15:00 ～ 16:45 

 

２ 場 所  本校会議室 

 

３ 出席者 （計 13名） 

（１）評価委員（４名） 

  ・前曽於市教育委員 ・同窓会会長 ・公立中学校長 ・元 PTA副会長 

（２）学校側出席者（９名） 

  ・校長 ・教頭 ・事務長 ・教務部主任 ・生徒指導部主任 

・進路指導部主任 ・保健部主任 ・養護教諭 ・教務係１名（記録） 

 

４ 会 順 

（１）校長あいさつ 

（２）職員自己紹介 

（３）学校関係者評価委員自己紹介 

（４）学校関係者評価委員会について 

（５）学校の教育目標・経営方針について 

（６）協議・質疑応答 

  ① 各部の努力目標及び具体的活動方針について 

  ② 昨年度の評価分析について 

  ③ 今年度への改善策について 

  ④ 今年度の評価シートについて 

  ⑤ 信頼される学校づくりについて 

  ⑥ いじめ問題について 

（７）今後の予定 

 

５ 評価委員からの主な意見 

（１）全体を通して 

  ① 文化祭が成功して良かった。体育祭でも同窓会とみんなでできるような運営をしてほしい。 

  ② 財部高校から財部中学校へ繋ぐものもあって良いのではないか。 

 

（２）信頼される学校づくりについて 

  ① 職員の私物の管理をしっかりしてほしい。 

  ② 職員は生徒から見たモデルとなってほしい。 

 

（３）いじめ問題について 

  ① 真剣にぶつかれば言い合いもある。なあなあな関係だけでも良くいない。 

 



平成 27 年度 第２回学校関係者評価委員会報告 

 

鹿児島県立財部高等学校  

 

１ 日 時  平成 27年 12月３日（金）14:00 ～ 15:00 

 

２ 場 所  本校会議室 

 

３ 出席者 （計 21名） 

（１）評価委員（４名） 

  ・前曽於市教育委員 ・同窓会会長 ・公立中学校長 ・元 PTA副会長 

（２）学校側出席者（17名） 

  ・校長 ・教頭 ・事務長 ・教務部主任 ・生徒指導部主任 ・進路指導部主任  

・保健部主任 ・養護教諭 ・教務係１名（記録） ・その他職員８名 

 

４ 会 順 

（１）校長あいさつ 

（２）学校概況説明 

（３）協議・質疑応答 

  ① 集計結果の分析・改善策について 

  ② 評価委員の方々から 

（４）その他 

 

５ 評価委員からの主な意見 

（１）全体を通して 

① 情報発信がうまくなされている。中学校もできることは協力したい。 

② 先生方のサポートがあってのこの進路結果だと思う，生徒がボランティアに参加し，培われた精神が進

学先での自身に繋がっている。 

③ 後継者を育成する取り組みを行っていることに感謝しています。先生と生徒が一緒に行事に参加するこ

とで地域とどのようにして関わっていくのかを示している。 

④ 学校で指導したことが成果として表れるまで決して楽ではない。生涯自ら学び生きていく姿勢を養って

いく指導が正しい。 

⑤ 先生方がしっかりとしている。だが，できない生徒をできるようにさせるのが原則である。 


